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エアドリリシグ

マ.まえがき

ボｰリング用循環流体として水あるいは泥水の代わ

りに圧縮空気を使う方法が近年老免られるようになっ

た.孔底のスライムを排除するのに圧縮空気を使う方

法はさく岩機では昔から行なわれており東禅工業製

TYPR220ヘビｰドリフタｰで最大深度6帥までを

掘進している(ビット径7腕㎜圧縮空気消費量i3.5

減/分圧縮空気圧5k9/c剛､

石油掘さくでは油層のフヲクチ中リングのためは孔

内でニトログリ竜リン爆破を行液うカ麦このと慈孔内

のスライム排除に圧縮空氣を使用したところ大慧なス

ライムも容易に吹慈上げることが麦)かった串蕊煩労舷

はキシ薮ツ■と呼ばれ孔内の清掃に使繍鵬災多繕

たらた.このことから泥水のかわりに圧縮蜜録を僕煽

して掘進ができるのではないかという考えが鎧蜜杓繊

界各地でエァド"シグのテストが実施窓れ潅ζ鶴王

図)｡スピンドルタイプの小口径の恭一リ淡然懇愁筏繍

空気を使って逸水の激しい地層水を使簑慧恕熔漢り

て地層か膨潤した12あるいは滋アが擦取懇割試い地

層また水を得ることか顕難な地域での斌一ジン劣湾

この方法の利用カ茎考克られるように放り杓秘鰯靖愁矛

スト秘実施慈れている.こ⑳ほか圧縮墾気⑳桟わ聾

に真空ポンプを利用し簿ッド内からスライ払を吸い上

'げるいわゆる｢逆循環方式｣も研究されている告

藪｡繁榊ブル式⑳笈アボリリ該グ

1夏)懸簸

螂⑪隼代の始め茨メリカで孔胸精締の液めは脹繍蜜

加藤完1丹治耕吉1伊藤奮勘

気が使われたこともありまた1940年代の終わり頃には

逸泥の激しい地域での掘さくで泥水化璽を軽くするた

め圧縮空気を混入して使用したところ将結果を得るこ

とかできまた掘進率も向上することが報告されている｡

このことからエァドリリングは非常に有効な掘さく方法

であることがわかり場合によりては泥水掘さくの3倍

以上の掘進率をあげることが確認された(第2図)｡

コンプレッサｰは初期の頃回転式コンプレッサｰが

使用されたが容量か小さく効率沸悪いだめ往復氏鷺シ

プレッサｰが使用されるようになりこれによってエァ

ドリリングは一段と進歩してきた｡最近では容量17

～汲概分厘縮蜜気厘鰯～鑓憾〆搬の鐵ンプいツ琳一
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灼餓⑳ダｰ猟潔一淋微欄慈れる申

㈱泌繋熔機獄

ジグ関係の機撚は泥氷の揚禽愁汲ア脚リングの揚禽

愁ほ蓋ん壕岡位懇滋淡潔㌶災淋一当悉の付加設備淋

ヵ嚇篇稿紗懇蕗訟腿縮蜜気の澄魔勤滴く赦る&パ

ッ寿ング類馳沈めるの廼潮醐鵬以羽誠るよ簑繕

冷謝嬢置を釧カ澄必要淋踏澄曲

派茅労義は誘一ブ液の上紀吹慧上破瀞減餐終潔蟻

一茅インはダジ浸淡潔一当臓一繋イング潔唖リ渓淡潔一鎧

の閥か蟻分峻凄澄籾総風不悠筒げて殻蟹蔀る(鶏募

関)､

入球のある所ではサイクロンやセパレｰタｰを僕用

し稔り水スプレｰ装置をつけたりして粉塵を防ぐ必要

淡ある､
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(3)掘さ<作藁あ成繊

掘さくの際のビット荷重は一般ぽ泥水のときより小

さく半分程度でよい｡圓転数も3/｡程度で十分である

からこれによってビットの摩滅も少汰く匁りビットラ

イフをのばすことに怒る｡スライムの排除も瞬間的紀

行なわれるので掘進魅申はスライム排除の淀め休ん芯,

り掘進を加減する必要淡汝く忍の色め掘遼薬淋皐《

液る由掘進に必要な圧縮空気蟹は次溝縫述戎る秘=実

際の掘進の送風量はつね1}シプレッサｰの能力以下心

抑免ておかねばたらない苗

ω幽嚢なほ縮蜜気鐙

掘凄くぼ必婁放圧縮蜜気盤熔批沃は蜜だ確並じ総

理論は鮒㌔が経験約絶鰯⑪⑪取分のアン簑鰍勇一式濠

シ矛イｰ(環状部⑬流速)を碍るζと淋できればス茅

第3魍エァド"ン列はる粉塵の1ユ1

イム排除ビツト

の冷却に問題がた

いとされている.

アンニュラｰベロ

シティｰを900m/

分(3工000ft/分)と

して計算し忠圧縮

空気量は繁王表

の通りである.

必要圧縮寒気量

堤Q⑪寺那xH

N:掘進築f室/時

澄;繍鐘深度む000

童室箪位で毅わし

たもの

㌷

たとえば遂了i巫孔径2万inロッド径深度み000ft掘

進率30fを/縛とすると必要圧縮空気量は229+姐｡3x2二

31L肺3/分(約五｡㎡/分)である｡

(5)出撃紅の賞ントロｰ妻浸

エアドリリングを行恋っている孔内に出水があるとス

ライムは濡れて塊状とたりこれがロッドのまわりにリ

ング状となって孔壁にくっつき抑留の原因となる.

このよう肢場合に圧縮空気に水を混入して孔内ぽ送り

リング牢軟化凄せ下吹き飛ばす方法がとられるかある

いは水を混入する際に発泡剤を加え泡によってスライ

ムを排除する方法秘とられる.発泡剤の濃度は発泡剤

の種類によって異たる赫一般に0.05～⑪｡脇程度であ

り噴射鐙は蝸～概虜/分程度であ為､

良い発泡剤とは清水ばかりで校く地層水や原油でも

良く泡立ち泡秘丈夫で腐蝕性有毒性可燃性でないこ

と安価であることが必要条件である.

発泡剤の良否をテストする剛ζは･次⑳方法が鋤る｡

地層水100㏄に発泡剤O｡賊勧腺禰O秒間ミキ吠一で

携幹篶泡⑳容簿を測定する苗次紀泡秘摘克て水δ⑪

c鋤晩蜜る鱒閥羅測定する､忽酬静閥を泡のザハｰフ

ライ羽泌帖良い発泡剤は濃い撫氷でも蝸悦むの

泡錘拙｡襟⑳汐7フライツ総務る(鶏遂図)｡

苓ア闘リングのフ滋一ライン帯の水分を電気的ぽ操

鋤業る方法も開発され孔塵の少鐙の出水でもすぐにド

ジラｰ紀細らせられるので､出水並め作業が迅速にで慧

るよう絶汝ツ彪(第δ醐昔

㈲縛､一徹

繋一デ洪武のエァドリリ淡ダの特徴を濠をめるあ次�



一42一

篇婁爽凝豚幾に対する各工法の成繊

稽藻流体コアバｰレル1ビツ

水

エアｰ同上回

ト径

3王･叩㍗土

上…

蟻ツ径.

シングル､桝㍍㍗1鮒㌶蓋;

胴上

掘進率コア採取率､圧縮空気量.

4.7c㎜/分･94.2%･

圧縮空気庇

適地㎜/分i100%i02柵岬分i

4～5kg!c㎜2

のとおりである.

短

ω

��

��

(追)

所

掘進率が早い

ビツトライフが長い

地鰯を瓢すことなく獺凄くで慈蕊

逸氷淋なくなる

氷の準備が不要で泥水費用が節約できる

サンプ仰採取の遅れが少ない

所

為層やガス層を掘さくする揚含孔内火災の起こ獅子能性

力量ある

ロッド昇降時浮力がないためド障一ワｰクス管)負荷が大

きくなる

予期し李い出水層に遭遇するとロッドが抑留書れること

跡ある

凹ッドを孔内に落すと大事故をひき趨こ1ナ

3.･スピン帯ル式のエアドリリング

ω螢的

スピンドノレ式の単アトリリングを使用する員的として

水を使うことによって地層か膨潤や崩壊をひき起こしそ

の後の掘さくが困難になったりあるいは水がコアを洗

い流すためコアを採取できたい地層ぽ使用する場合と

水を得ることが困難な場所でのボｰリングを実施したい

場合と淡ある.前者の例として水紀触れると膨潤を起

こすソｰプストンやベントナイト層の掘進抽よび水で

錦唾図発泡剤テス･器具

洗い流されてしまうような粉状鉱看などのコアリングが

あり後者の例として砂漠や1｣』岳地域でのボｰリングが

ある昔

(2)必要な機材

試錐機関係の機材は水の場合もエァドリリ.シグの場合

もほとんど同じでコンプレッサｰと孔口防塵装置カミカロ

わるだけである｡必要液圧縮空気量はアンニュラｰベ

ロシティｰを900㎜/分にたるように計算すれぱよいので

このために遡シプレッサｰは採鉱用のものが併用された

リ可搬式のものか別個に使用されたりしている(第6

図),

㈹掘さく作業と成繍

地質調査所では昭和42年よりエァドリリングの研究

を行なっている･最初は対象岩石を御坂層中の凝灰岩

を選んで実施したが孔口防塵装置をつけ恋かったため

長続きができず途中から永に切り替えた｡両者の掘進

成績を比較してみるとほとんど変わりないことがわかり

初期の目的を達成することができた(錦裏表).

次に第7図のような孔口防塵華置を製作し対象岩石

を秩父古生層中の硬質砂岩を選んでワイヤｰライン試

錐を実施したか(第8図)ダイヤビットの寿命が水の

場合に比較して極端に短い結果がでた(第3表).この

ときのダイヤビットを顕微鏡†で鑑定むてみると鶏9

図の如くダイヤのエッジが焼きつき現象を起こしている

ことがわかり花.この原園はダブルコアバｰvルのだ

第δ濁水分甜と粉塵�
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策3表硬砂岩

に対する喬工濠の威綾

j讐工i二二｣山∵i∴二径1竺薙硝鱒ど1/1朴聯空気量搬気圧

1.ビニ､亡奉碍会㌣l11㈱,鵬…帥

∴

め外管と内管とのクリアランスが少なくこのため送風

量および圧縮空気圧の不足したものかあるいはビット

のウォタｰウユイが不適当す放わちボトムディスチャ

ｰジタイプにしなければなら杜いのかいずれかであろ

う｡またこのときのテストで孔内に少量の出水ぽ遭遇

したことがあったがこのとき発泡剤噴射装置を試作し

ておいたのでこれを使用し発泡剤の機能テストも合わ

せて行ないいちおうの成果を得た(第王O図).

上記二現場に使用した圧縮空気はいずれも採鉱用の

大型コンプレッサｰ(冒並製WSS-75容量15壷/分

圧縮空気圧γ駄菖/鰯宴)を流用したのであるが次の現

場では手持ちの小型コンプレッサｰ(平山製0.8㎡/分

圧縮空気圧7鵬畑塞)を使用し'対象岩石をベントナイ

層を選んで実施した.このときのテストで深度7.70m

漢では岬調に掘進が続けられたがこの深度からスライ

ム排除か悪く放りセきたのでメタルビットをウィング

節嚢鰯鴛列さ!りシグ卿凡一隻餓雑麟

ビットに切リ替え孔壁とのクリアランスを広げたとこ

ろ一時は掘進能率が向上した.しかし深度互遂.40m一

から再びスライム排除が悪くなりついには掘進不可能

となった(鵠遂表).この原因はコンプレッサｰの容

量不屋によるものと考えられる.この他日鉄鉱業

同和鉱業扱とでもエァドリリン:ダの研究が実施されてお

`)それらの成績を参考のために掲げると第5表の通!〕

である.

鱗姿図

嬉.バキウムドヅノング(真空掘り)

帝肴襲井工業ではアメリカか島バキウムドリルkイ

ディミゼット｣を輸入し地質調査に使用したことがあ

る･マイナィミゼットは軽鐙小型で掘進能力は30㎜で

あり動力は9馬力のガソリン皿ンジンで鳳一クリｰ

ナｰ一ブルと真空ポンプを駆動する｡真空ポンプの真空

度は28度アある.濾過装置はサイク反ンとオイルバス

珂搬式日ンブレヅ吹一

菰越エ察鰹AM貫一鋤

ぽ縮窒嫌鐙3.硫m魯/分

設縮窒録旺?kg/鰍彗

和セル玲〃鰯.燃/至言婁｡o･岬�
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篇遂義ベン

媛環流亡､上二ニニニｰヒット穣

lXRT之一!!ダ1

二ニム泥水1シングルドタルヒ銚醐,

テイ1こ鮒ず義

韓ッド艦

災笈でケｰシング

鎌.凱泌搬

番エ漆篤)威繍

掘進率

巧擬鱒鵬蜜戴鐙1醜蜜紙

送､?伽/公鑑.§%

二

鯖5装花嗣紘川における各工法の成織

循環流線コアれル1どット儀軌ッド径

水;シングル1鮒甲醐1腕

!シングノレ･･榔搬1蝸㎜

エバ.,._'メタ枇､∴

iダブルメ漂漱禰鮎㎜

掘進率毛一ア繍1醐搬1蹄空駆

畑分1鰍｢

蝸･服粉…3晩

2.5～3.5㎜竃冷5,5～6.2kg!c皿2

i至･⑪嚇粉17娩

ダブル螢アバｰレルの場合ビットはボトムヂィ猟チャｰジタイプのウ希タｰウユイとウインク塗つけた,

式の空気清浄器からだリ掘進が進むにしたがいスライ

ムは透明のガラス臓に蓄積されるので地層の変化は容

易に判読することができまたサンプル瓶も鶴剃ζ取り

外しができるようになっている.しかし実際の掘進テ

.ストでは乾燥地質の少彼い資本では充分に使いご汰せ

たいようであった(第11図).

51むすび

大型のテｰブル式エァドリリングの技術はいちおう

(鍛者は謎錐課)
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